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の
わ
戸
な
ど
を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

持
年
度
か
ら
統
一
大
会

全
凶
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
は
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i 、すと 1
1夫。 し l
i婦 非 l

iの 常
姓 lこ
が 不
違 利
7 な

扱

を
~ 
ムι

lナ

の
相
続
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
防
ぐ
た
め
に
も

婚
姻
届
を
提
出
し
て
か
ら
新
婚
旅
行

夫
婦
が
婚
姻
届
を
出
し
て
い
た
か
ど
を
押
し
可
お
返
し
し
ま
す
の
で
、
結

一

う
か
調
査
し
た
と
こ
ろ
一
組
も
な
か
婚
式
の
当
日
、
責
任
者
が
提
出
す
る

一

っ
た
そ
つ
で
す
。

な

か

に

姻

婚

届

の

が

一

番

は

い

け

法

で

す

。

し

昭和27年12月22日第 3種郵便物認可・毎月 1日・ 16日発行・定価 1部3円

昔は、魚が住み、子供が歓声をあげて水遊びをした川も、今は、ヘドロがたまり、中性洗剤の泡が流
れ、悪臭を放っています。

この汚れた河川の環境を、みんなの手できれいにしようと流域自治会、衛生推進協議会、 河川愛護会

などが中心になり、市が協力して、毎年、河川清掃が行われています。今年も蛭沢 (ひるさわ)川、矢
出沢川などの河川清掃が 5月 30日に行われました内

川をきれいにするには、川を利用する人、一人一人の心がけが大切です。河川への不法投棄は絶対や
めましょう。

今年の8月には、全国高等学校総合体育大会が県下で開催され、上田市もソフトボールの会場になり
ます。全国から集る若人に不快感を与えないよう 、環境美化に市民みんなが協力しましょ う。

(関連記事 11IIOに ・写真は矢出沢川の清掃活動)
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の
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民市

人口総数
男

女
世帯数

出生
死亡
婚姻
離婚

主な内容
駅誘致を目途に北陸新幹線を考える ……一・…-一一.2・3面
市県民税均等割が1500円にー・……・……・・ー・…・ー…・一一.3面
混雑する国道18号線、バイパスの早期実現図る…一・・・・4面
アメシロから緑を守ろう、市民総参加の防除を…ー・… 5面
春の叙勲窪田清巳きん勲五等瑞宝章一........一一・…一....6面

水道だより、 6月 1日から水道週間一…-…一-…… 7 ・8面
アザン予防は息日に検診、胃集団検診実施・・・……一・… 10面
河川環境美化を重点に、環境保護月間一-一・…一....一.1 1面
甘味制限と歯みがきを重点

「子供たちを虫歯から守ろう」②..…・・……..12面
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北
陸
新
幹
線
は
、
当
初
、
五
十
四
年
開
通
予
定
で
し
た
が
、
国
の
総
需
要
抑

制
政
策
な
ど
に
よ
旬
、
大
幅
に
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
十
二
月
か
ら
今
年
一

月
に
か
け
て
、
市
内
五
ケ
所
(
諏
訪
形
、
下
之
郷
、
下
之
条
、
新
田
、
上
半
過
)

で
地
元
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
に
よ
り
地
質
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
行
わ
れ
る
な
ど

清
々
と
進
行
し
、
五
十
一
年
度
、
五
十
億
円
が
予
算
計
上
さ
れ
、
ル
ー
ト
、
停

車
駅
な
ど
の
具
体
的
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
「
工
事
実
施
計
画
」
の
発
表
が
、
本

年
度
内
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
北
陸
新
幹
線
は
、
い
よ
い
よ
市
民
の
身

近
な
問
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
新
幹
線
問
題
は
、
四
十
九
年
四
月
一
日

十
六
日
発
行
の
広
報
う
え
だ
で
、
新
幹
線
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

身
近
に
な
っ
た
こ
の
問
題
を
再
び
取
り
あ
げ
、
そ
の
概
要
と
経
過
を
見
直
し
て

い
た
だ
き
、
「
市
民
の
利
益
に
な
る
か
」
「
市
の
発
展
に
ど
う
つ
な
が
る
か
」
「
公
害

は
ど
う
解
決
さ
れ
る
か
L

「
自
然
環
境
に
は
ど
う
対
処
さ
れ
る
の
か
」
な
ど
数
々

の
問
題
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
と
と
も
に
深
い

ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
「
停
車
駅
設
置
」
の
運
動
を
円
滑
に
行

い、

市
の
将

来
の
発
展
に
つ
な
が
る
新
幹
線
と
し
ま
し
ょ

う
。

-第720号ー

な
る
よ
う
研
究
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
北
陸
新
幹
線
に

よ
っ
て
都
市
聞
の
時
間
距
離
が
短
縮
さ

L
、
、3
勾

R
、「
ヨ件・
ユ
ヨ司
K
3
3

3
41注見

〉

二
三

北
陸
新
幹
線
は
信
越
線
沿
い
ル
ー

ト
と
四
十
八
年
十
月
に
発
表
さ
れ
、

本
年
度
中
に

ル
ー
ト

・
停
車
駅
な
ど
決
定
か

北
陸
新
幹
線
は
、
東
京
か
ら
信
越
、

北
陸
を
回
っ
て
大
阪
ま
で
約
六
百
九
十

キ
ロ

を
、
三
時
間
四
十
分
で
結
ぶ
鉄
道

で
全
国
新
幹
線
網
の
一
つ

と
し
て
建
設

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
四
十
八
年
十
月
に
東
北
新

幹
線
、

北
海
道
新
幹
線
、
九
州
新
幹
線
、

長
崎
新
幹
線
と
と
も
に
「
整
備
計
画
」

が
策
定
さ
れ
、

ル
ー
ト
も
信
越
線
沿
い

と
決
ま
り、

路
線

・
停
車
駅
の
位
置
な

ど
を
入
れ
た
「
工
事
実
施
計
画
」
の
発

表
が
本
年
度
中
に
行
わ
れ
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
建
設
に
要
す
る
費

用
は
、

一
兆
一
千
七
百
億
円
が
見
込
ま

ト略図北 陸新幹線ルー影
響
②
在
来
線
の
あ
り
方
、
③
沿
線

住
民
に
及
ぼ
す
公
害
問
題
と
そ

の
対

議
会
、
自
治
会
代
表
の
皆
さ
ん
に
、

今
ま
で
の
経
過
を
報
告
し
て
意
見
を

れ
、
開
通
時
の
輸
送
量
は
、

一
日
列
車

八
十
本
で
四
万
五
千
人
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
工
事
と
設
計
は
、
日
本
鉄
道
建

設
公
団
(
鉄
建
公
団
)
が
担
当
し
ま
す
。

す
で
に
、

四
十
九
年
七
月
に
、
富
山
新

幹
線
建
設
準
備
事
務
所
が
設
置
さ
れ
、

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

公
害
問
題
と

地
域
の
発
展

新
幹
線
は
、
三
十
九
年
十
月
一
日
に

東
京
|
新
大
阪
聞
が
、
四
十
七
年
三
月

に
新
大
阪
|
岡
山
間
、
五
十
年
三
月
に

岡
山
1

博
多
聞
が
完
成
し
、
東
京
、
博

多
間
千
六
十
九
キ
ロ
を
七
時
間
た
ら
ず

で
行
き
来
で
き
る
、
新
幹
線
時
代
の
新

し
い
幕
明
け
と
な
り
ま
し
た
。
新
幹
線

は
、
開
業
以
来
、
乗
客
十
億
人
を
数
、ぇ

こ
の
間
、
事
故
に
よ
る
死
亡
者
は
一
人

も
な
く
、

中
長
距
離
の
大
量
、
高
速
輸

送
機
関
と
し
て
、
世
界
に
類
の
な
い
最

も
優
れ
た
鉄
道
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま

す
が
、
反
面
、
騒
音
、
振
動
な
ど
の
公

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
対
策
と
し
て
、
国
鉄
も
山
陽
新

幹
線
に
逆

L
字
型
防
音
壁
な
ど
を
構
じ

ま
た
、
東
北
新
幹
線
で
は
、
大
宮
市
の

公
害
問
題
で、

公
害
完
全
防
止
対
策
を

約
す
な
ど、

技
術
陣
が
総
力
を
あ
げ
て

取
り
組
み
、
騒
音
な
ど
は
、
在
来
線
よ

り
も
低
い
七
0
1
七
五
ホ
|
ン
以
下
に

小
広
域
行
政
事
務
組
合
で
、
停
車
駅

実
現
を
決
議
、
全
市
町
村
長
が
上
京
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は
ど
う
解
決
さ
れ
る
か
」
「
自
然
環
境
に
は
ど
う
対
処
さ
れ
る
の
か
」
な
ど
数
々

の
問
題
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
と
と
も
に
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り

「停
車
駅
設
置
」
の
運
動
を
円
滑
に
行
い

、
市
の
将

来
の
発
展
に
つ
な
が
る
新
幹
幹
線
と
し
ま
し
ょ
う
。

『

な
る
よ
う
術
究
さ
れ
て
い
る
よ
す
で
す
・

時
い
ず
れ
に
し
て
も
、
北
陸
新
幹
線
に

の，-
知

よ

っ
て
都
市
聞
の
時
間
距
離
が
短
縮
さ

一

れ
、
沿
線
の
観
光
開
発
や
地
域
の
産
業

一

経
済
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

一
市
内
で
も

一

ポ

ー

リ

ン

グ

調

査

則前

北
陸
新
幹
線
は
、
東
京
!
高
崎
聞
が

川
畑
す
で
に
翁
工
中
の
上
越
新
幹
線
を
共
用

務

し

、

長
野
|
新
潟
l
富
山
|
石
川
|
福

周

明

井

l
犬
阪
の
各
府
県
を
回
る
計
画
で
す
。

一
高
崎
|
長
野
間
は
、
信
越
線
沿
い
ル

一

l
ト
と
決
定
さ
れ
、
上
田
市
内
で
も
、

だ
昨
年
十
二
月
か
ら
今
年
一
月
に
か
け
て

地
元
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
に
よ
り
五
か

所
で
地
質
ポ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

えつ広報

風疹ふうしん)が流行

出産予定の人要注意
〔血清の検査を受けよう〕

一(3)ー一一昭和51年 6月1日

北
陸
新
幹
線
は
信
魁
線
沿
い
ル
ー

ト
と
四
十
八
年
十
月
に
発
表
さ
れ
、

市
内
通
過
の
可
能
性
が
強
く
、
す
で

に
ポ
ー
リ

ン
グ
に
よ
る
地
質
調
査
も

昨
年
十
二
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
新
幹
線
が
上
回
、

小
県
地
域
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い

と
し
て
、
市
と
市
議
会
で
は
、
ル
ー

ト
発
表
の
四
十
八
年
十
月
、
県
に
対

し
「
停
車
駅
設
置
」
を
陳
情
、
四
十

九
年
一
月
、
市
議
会
に
「
新
幹
線
対

策
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
一
体

と
な
っ
て
駅
誘
致
の
陳
情
を
各
方
面

に
続
け
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
将
来
、
①
駅
が
あ
っ
た

場
合
と
無
い
場
合
の
市
民
が
受
け
る

風疹(ふうしん)は、な日ばしか」とも言わ
れ、空気感染による小児伝染病で心配のないも
のですが、自分でも気づいていない妊娠早期に
り息すると、先天性異常児を生む危険性が多い
ため、近年、特に重要視されています。

出産を予定される人は、血清検査を受け、自

分の免疫状態を承知しておく必要がありますの
で、市内医療機関で受けてください。(上田市医
師会提供)

市県民税均等割が

1500円に

〔地方税法が一部改正〕

ヰ

s
f
+ーー

影
響
②
在
来
線
の
あ
り
方
、
③
沿
線

住
民
に
及
ぼ
す
公
害
問
題
と
そ
の
対

策
な
ど
、
上
越
、
東
海
道
、

山
陽
、

各
新
幹
線
の
類
似
都
市
を
調
査
し
ま

し
た
。

議
会
、
自
治
会
代
表
の
皆
さ
ん
に
、

今
ま
で
の
経
過
を
報
告
し
て
意
見
を

求
め
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
広
く
意
見
を
お
聞
き
し
て
、
住

民
の
利
益
に
つ
な
が
る
方
向
で
取
り

駅
誘
致
を
積
極
的
に

ー
必
年
か
ら
の
経
過
1

市
民
の
皆
き
ん
と
は
、
駅
誘
致
を

前
提
に
、
四
十
九
年
三
月
「
北
陸
新

幹
線
停
車
駅
設
置
懇
談
会
」
を
聞
い

て
意
見
を
求
め
、
同
年
五
月
「
北
陸

新
幹
線
問
題
懇
談
会
」
を
聞
き
、
市

組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
広
域
的
な
立
場
か
ら
、
四

十
九
年
二
月
、
上
回
、
小
県
地
域
の

市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
「
停
車
駅

招
致
期
成
同
盟
会
」
を
結
成
し
、
上

公
害
問
題
で
、
公
害
完
全
防
止
対
策
を

約
す
な
ど
、
技
術
陣
が
総
力
を
あ
げ
て

取
り
組
み
、
騒
音
な
ど
は
、
在
来
線
よ

り
も
低
い
七

O
i
七
五
ホ
|
ン
以
下
に

小
広
域
行
政
事
務
組
合
で
、
停
車
駅

実
現
を
決
議
、
全
市
町
村
長
が
上
京

陳
情
し
ま
し
た
。
同
年
三
月
市
議
会

で
は
「
北
陸
新
幹
線
駅
設
置
に
関
す

る
決
議
」
を
賛
成
多
数
で
採
択
し
ま

し
た
。北

陸
新
幹
線
の
具
体
的
ル

l
ト
と

停
車
駅
の
決
定
を
間
近
に
ひ
か
え
た

現
在
、
市
は
、
さ
ら
に
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
聞
き

し
な
が
ら
、
地
域
の
発
展
に
及
ぼ
す

影
響
を
考
、ぇ
合
せ
て
、
新
幹
線
問
題
、

と
く
に
駅
誘
致
問
題
に
積
極
的
に
取

り
組
む
た
め
、
事
務
局
を
観
光
課
に

設
置
し
ま
し
た
。

今年度、地方税法の一部が改正きれたことに伴い、

上田市税条例の一部が改正されました。

c>個人の市県民税について

1.個人の均等割の税率が3倍に引き上げられました。

2.障害者などの非課税の範囲が年所得70万円に引き

上げられました。

3.白色申告者の専従者控除の控除限度額が40万円に

引き上げられました。

4.老年者の要件である所得限度額が 1千万円に引き

上げられました。

5.医療費控除は、足切限度のうち定額基準が 5万円

に引き下げられるとともに、控除限度額が 200万

円にヲ|き上げられました。

個人の均等割の税額は次のとおりです。

1 .県民税

改正後(年額)

300円

2.市民税

改正後(年額) 改正前(年額)

1200円 400円

今回の改正で、個人均等割の税率が引き上げられ

た理由は、次のとおりです。

均等割は、地方団体と住民が、地域社会の費用に

ついて広く負担を分かち合うための税制度です。

この均等割の税率は、 26年以来すえ置かれ、現在

の経済事情に会わなくなってきています。

税制調査会の '51年度税制改正に関する答申」の

中で「………当時に比べて、現在、地方団体の行政

サービス水準がはるかに高いものになってきている

事情などを考慮すれば、均等割の性格なども考えて

少くとも、その後における物価水準(消費者物価指

数の伸び、26年度を100とした場合、49年度は345.5)

の変動を考慮、した見直しを行うことが必要で、ある…

……」と述べ られている点などを考慮して、今回 3
倍に号|き上げられました。

@低所得者の負担軽減を図るため、一定所得(所

得金額13万円)以下の人には均等割を課しません。

改正前(年額)

100円
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混
雑
す
る
国
道
路
号
線

ス
の
早
期
実
現
図
る

守
、

'
h
t
守
、

ノ

ノ

ノ

市
内
を
通
過
す
る
国
道
十
八
号
線
、

上
塩
尻
i
大
屋
聞
は
県
下
指
折
り
の
慢

性
的
な
交
通
渋
滞
地
区
で
、
朝
夕
の
ラ

ッ
シ
ュ
時
に
は
、
二
十
キ
ロ
位
の
ス
ピ

ー
ド
で
除
行
、
三
十
i
四
十
分
か
け
な

け
れ
ば
通
過
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
飽
和

状
態
の
た
め
交
通
事
故
多
発
地
区
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
状
態
を
解
北
し
、
地
域
の
発
展

を
図
る
た
め
、
「
国
道
上
回
バ
イ
パ
ス」

報
は
、
上
田
市
都
市
計
画
街
路
と
し
て
、

広
四
十
六
年
に
計
画
決
定
さ
れ
た
、
延
長

一
十
一
・
五
キ
ロ
、
幅
員
二
五

μ
の
中
央

一
分
離
帯
を
持
つ
、
四
車
線
で
、
両
側
に

掛
守
一
一
一
玉
川
川
の
歩
道
が
付
く
道
路
で

ロ
使
司

議
市
は
、
一
日
も
早
く
国
道
上
回
パ
イ

酬
飢
パ
ス
が
完
成
す
る
よ
う
、
地
元
関
係
者

一
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と

一
と
も
に
、
市
議
会
と
一
体
と
な
っ
て
国

一
に
早
期
完
成
に
つ
い
て
強
力
に
働
き
か

一
け
て
い
ま
す
。
国
で
は
、
第
一
期
工
事

一
区
聞
の
測
量
が
済
め
ば
、
こ
の
区
聞
の

時
事
業
(
用
地
買
収
な
ど
)
推
進
を
考
慮

。4新
し
て
い
ま
す
。

戸
四
十
七
年
か
ら
ル
ー
ト
沿
い
に
、
上

t: えI 一第720号~

ろう

余を

ら

①
 

塩
尻
か
ら
市
長
を
先
頭
に
積
極
的
に
、

順
次
説
明
会
を
聞
き
、
関
係
者
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
各
地
区

の
進
捗
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

上
塩
尻

1
1測
量
済
み
、
設
計
協
議
済
み

設
計
協
議
で
は
、
関
係
者
か
ら
取
付

道
路
、
既
設
水
路
な
ど
種
々
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
が
、
要
望
ど
お
り
と

な
り
ま
し
た
。

秋
和

l
l測
量
済
み
(
一
部
の
方
か
ら

測
量
承
諾
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

そ
の
部
分
を
除
く
)
設
計
協
議
は
、

早
い
機
会
に
行
う
予
定
で
す
。

生
塚

H
I説
明
会
済
み
、
測
量
承
諾
に

つ
い
て
関
係
者
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
よ
承
諾
者
数
約
ω
名
、
約
ω
%
)

新
町
・
西
脇
・
緑
が
丘
西
日

1
説
明
会

済
み
、
測
量
承
諾
は
大
部
分
の
関
係

者
か
ら
い
た
だ
い
て
あ
り
ま
す
。

(
承
諾
者
数
約
印
名
、
約
叩
%
)

緑
が
丘
北

1
1説
明
会
を
六
回
行
い
ま

し
た
が
、
現
在
、
中
断
し
て
い
ま
す
。

地
元
関
係
者
は
、
地
下
方
式
か
、
太

郎
山
ろ
く
に
路
線
変
更
を
要
望
し
て

い
ま
す
が
、
国
で
検
討
の
結
果
、
技

術
的
に
無
理
で
あ
る
と
の
回
答
が
あ

あ
げ
ま
し
た
が
、
今
年
の
発
生
が
半
減

す
る
こ
と
は
過
去
の
防
除
活
動
の
結
果

か
ら
み
て
も
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

り
、
当
初
の
計
画
線
で
ご
協
力
い
た

だ
け
る
よ
う
更
に
お
願
い
し
ま
す
。

(
承
諾
数
約
叩
名
、
約
加
%
)

山
口

H
l説
明
会
済
み
、
測
量
承
諾
に

つ
い
て
関
係
者
に
お
願
い
し
て
い
ま

す。(
承
諾
者
数
約
印
名
、
叩
%
)

蛇
沢
・
金
井

H
I説
明
会
継
続
中
(
六

月
に
、
前
回
に
続
い
て
行
う
予
定
)

染
屋
か
ら
大
屋
間

H
l四
十
七
年
と

四
十
八
年
に
説
明
会
を
聞
き
ま
し
た

が
、
そ
の
後
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

第

長期
生昆工

尻事
広 j

域 神
農科
道の
問

上
塩
尻
か
ら
神
科
地
籍
の
広
域
農
道

(
県
営
野
球
場
の
北
側
)
ま
で
の
約
五

.
五
キ
ロ
を
第
一
期
工
事
と
し
て
予
定

し
て
お
り
、
当
面
こ
の
区
間
で
残
っ
て

い
る
場
所
の
説
明
会
、
測
量
依
頼
、
測

量
実
施
、
設
計
協
議
を
行
い
、
続
い
て

大
屋
ま
で
の
第
二
期
工
事
区
間
を
行
う

予
定
で
す
。

設
計
協
議
が
済
み
ま
す
と
、
現
地
に

幅
杭
を
打
ち
、
一
筆
ご
と
の
測
量
を
行

い
潰
地
(
つ
ぶ
れ
ち
)
面
積
を
確
定
し

同
時
に
家
屋
、
立
木
な
ど
の
調
査
を
行

い
、
単
価
決
定
、
用
地
買
収
を
済
ま
せ

て
か
ら
工
事
に
入
り
ま
す
。

〈
お
閉
会
せ
〉

建
設
部
都
市
計
画
課
国
道
バ
イ
パ
ス

係

(含
@
四
一

O
O内
線
三
五
四
)

防
除
活
動
は
ふ
化
直
後
に

に
な
り
ま
す
し
、
人
家
の
密
集
地
で
は

大
変
危
険
を
伴
い
ま
す
。
安
易
に
薬
剤

散
布
に
た
よ
る
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

も
の
の
み
実
施
し
ま
す
。
た
だ
し
、
市

の
貸
出
し
は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。

斉
防
除
デ
l
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緑を守ろう

市民総参加の防除を

アメシロから
昨
年
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的

防
除
活
動
に
よ
り
、
か
な
り
効
果
を

えつ広報

S島
〈マ

l
ク〉

こ
の
大
会
に
は
、
標
題
上
の
マ

l
ク

が
使
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
高
等

学
校
体
育
連
盟
の
マ

l
ク
で
す
。

こ
の
マ

l
ク
は
競
技
は
力
で
あ
り
、

進
歩
は
技
の
練
摩
に
ま
ち
、
競
技
者
は

こ
れ
を
つ
つ
む
明
朗
な
精
神
を
も
つ
の

意
味
を
含
む
、

L
u
b
わ
れ
(
力
)
、
b
l
v

ス

ト

ク

ラ

ー

ル

、
イ

ト

N
S
T
(
技)、

K
L
A
R
H
E
--
T
(
明

朗
な
精
神
)
の
ド
イ
ツ
語
の
頭
文
字
の

K
を
三
つ
合
わ
せ
、
図
案
化
さ
れ
た
も

の
で
す
。

ー (5ト一一昭和51年 6月1日

地
元
関
係
者
は
、

地
下
方
式
か
、
太

郎
山
ろ
く
に
路
線
変
更
を
要
望
し
て

い
ま
す
が
、
国
で
検
討
の
結
果
、
技

術
的
に
無
理
で
あ
る
と
の
回
答
が
あ

あ
げ
ま
し
た
が
、
今
年
の
発
生
が
半
減

す
る
こ
と
は
過
去

の
防
除
活
動
の
結
果

か
ら
み
て
も
期
待
で
き
ま
せ
ん。

市
民
一
人
一
人
が
発
見

そ
の
場
で
捕
殺
の
習
慣

緑
を
食
べ
る
緑
の
大
敵
、
ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
絶
滅
は
、
市
民
一
人
一

人
が
自
覚
し
て
周
囲
の
樹
木
を
見
回
り

発
見
し
た
ら
そ
の
場
で
捕
殺
(
焼
殺
、

ま
た
は
踏
み
つ
ぶ
す
)
す
る
習
慣
を
つ

け
る
こ
と
を
第
一
に
、
自
治
会
や
学
校

事
業
所
単
位
の
防
除
活
動
も
積
極
的
に

行
う
、
十
万
市
民
総
参
加
の
人
海
戦
術

に
よ
る
防
除
活
動
以
外
に
決
め
手
は
あ

り
ま
せ
ん
。

〈
大
会
の
目
的
〉

高
等
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
、
広

〈
お
閉
会
せ
〉

建
設
部
都
市
計
画
課
国
道
バ
イ
パ
ス

係
(
宮
@
四
一

O
O
内
線
三
五
四
)

防
除
活
動
は
ふ
化
直
後
に

ア
メ
リ
カ
シ

ロ
ヒ
ト
リ
は
、

ふ
化
後

し
ば
ら
く
の
問
、
ク
モ
の
巣
に
似
た
巣

で
成
長
し
ま
す
。
こ
の
時
が
、
一
網
打

尽
に
退
治
で
き
る
絶
好
の
時
期
で
す
。

こ
の
時
期
を
逃
き
ず
枝
を
切
り
落
し

焼
く
か
捕
殺
し
ま
す
。
こ
の
方
法
が
最

も
効
果
の
あ
が
る
防
除
法
で
す
。

防
除
が
少
し
で
も
遅
れ
る
と
、
樹
木

全
体
に
広
が
り
手
の
付
け
よ
う
が
な
く

な
り
ま
す
。

一
化
期
薬
剤
散
布
の

業
者
委
託
は
中
止

薬
剤
散
布
は
、
雨
が
降
る
と
効
果
0

〔マークと目的〕

く
生
徒
に
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
の
機
会
を

与
え
、
技
術
の
向
上
と
ア
マ
チ
ュ
ア
ス

ポ
ー
ツ
精
神
の
高
揚
を
図
り
心
身
と
も

健
全
な
生
徒
を
育
成
し
、
あ
わ
せ
て
相

互
の
新
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

....料理実習を熱心に受ける

参加者

に
な
り
ま
す
し、

人
家
の
密
集
地
で
は

大
変
危
険
を
伴
い
ま
す
。
安
易
に
薬
剤

散
布
に
た
よ
る
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

木
が
高
く
て
届
か
な

い
、
ま
た
は
手

遅
れ
で
拡
散
し
た
場
合
に
使
用
し
ま
す
。

た
だ
し
、
神
社
や
寺
院
、
土
手
や
方
ケ

河
川
敷
等
の
樹
木
密
集
地
に
は
、
撲
滅

班
が
計
画
に
組
み
入
れ
る
こ
と
は
よ
い

で
p
しょ
、っ。

業
者
の
積
極
的
な
ご
協
力
に
よ
り
、

毎
年
行

っ
て
き
た
、
薬
剤
散
布
の
業
者

委
託
は
、
一
化
期
は
申
込
み
が
少
く
、

薬
剤
の
ロ
ス
が
多
い
の
と
、
効
果
が
あ

が
ら
ず
料
金
の
回
収
が
困
難
な
た
め
、

中
止
し
ま
す
。
二
化
期
は
、
撲
滅
班
長

(
自
治
会
長
)
さ
ん
か
ら
申
込
ま
れ
た

も
の
の
み
実
施
し
ま
す
。
た
だ
し
、
市

の
貸
出
し
は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。

一
斉
防
除
デ

l

重
点
目
標
な
ど
は

各
自
治
会
で

五
月
十
六
日
発
行
の
「
広
報
う
え
だ
」

で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
防
除
活

動
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
各
連
合
自
治

会
、
事
業
所
な
ど
で
、
自
主
的
に
撲
滅

班
を
組
織
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
合

せ
た
防
除
計
画
を
立
て
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。
対
策
本
部
で
も
、
各
課
が
責
任

担
当
区
分
を
受
け
持
ち
各
自
治
会
と
の

連
携
を
密
に
し
て
防
除
活
動
に
対
応
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

選
手
の
食
欲
を
満
す

料
理
講
習
会
聞
く

五
月
十
四
日
、
市
公
民
館
に
、
高
校

総
体
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
出
場
す
る
、

若
人
の
食
事
を
担
当
す
る
旅
館
の
調
理

責
任
者
を
集
め
て
、
標
準
献
立
普
及
講

習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

標
準
献
立
は
、
県
高
校
総
体
実
行
委

員
会
が
、
郷
土
色
と
栄
養
量
を
考
、え
て

作

っ
た
も
の
で
、
県
下
に
集
ま
る
全
選

手
に
同
じ
食
事
が
出
さ
れ
る
。
ナ
マ
物
は

必
ず
火
を
と
お
す
。
サ
シ
ミ
な
ど

の
生

物
は
い

っ
き
い
出
き
な
い
な
ど
、
食
中

毒
の
多
い
時
期
な
の
で
食
品
衛
生
面
に

重
点
を
お
く
と
と
も
に
ゴ
ハ
ン
の
量
は

七
0
0
グ
ラ
ム
と
大
盛
、
栄
養
量
四
千

カ
ロ
リ
ー
と
一
般
の
客
の
食
事
よ
り
か

な
り
豊
か
で
す
。

集
ま

っ
た
関
係
者
は
、
三
時
間
半
に

わ
た

っ
て
、
講
師
か
ら
食
品
衛
生
の
講

義
と
、
標
準
献
立
の
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
選
手
が
最
高
の

コ
ン

デ
シ
ョ
ン
で
競
技
で
き
る
よ
う
に
と
、

メ
モ
し
た
り
、
料
理
作
り
に
熱
心
に
取

り
く
ん
で
い
ま
し
た
。
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月
三
日
県
庁
講
堂
に
お
い
て
知
事
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん

マ
自
治
功
労
者

平
野
茂
さ
ん
(
三
好
監
十
四
歳
)

市
議
会
議
員
五
期
二
十
年
、
そ
の
間

議
長
を
歴
任
さ
れ
、
現
在
、
県
会
議
員

と
し
て
在
職
、
地
方
自
治
の
発
展
振
興

に
尽
き
れ
ま
し
た
。

マ
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

近
藤
豊
伝
き
ん
(
中
央
北
一
丁
目
、

六
十
三
歳
)

昭
和
二
十
三
年
民
生
委
員
に
就
任
さ

れ
、
現
在
、
市
民
生
委
員
協
議
会
副
会

長
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長
な
ど

の
要
職
に
あ
り
青
少
年
健
全
育
成
、
住

民
福
祉
の
向
上
に
尽
き
れ
ま
し
た
。

マ
遺
族
援
護
功
労
者

宮
島
重
男
さ
ん
(
三
好
町
、
七
十
五
歳
)

春
の
叙
勲

窪

田

清

己

さ

ん

勲

五

等

瑞

宝

章

四
月
二
十
九
日
、
元
市
議
会
議
員
の

f
智
田
市
回

γ
ん
が
「
勲
五
等
瑞
宝
章
」

ふ

l

L

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

P

窪
田
さ
ん
(
大
字
古
安
曾
、
七
十
歳
)

、
つ
は
、
昭
和
二
十
二
年
村
会
議
員
に
当
選

報
以
来
、
町
会
議
員
、
同
議
長
市
会
議
貝

占
ム
と
し
て
十
九
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、

一
地
方
自
治
の
発
展
、
住
民
福
祉
の
向
上

一
に
尽
き
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
塩
回
町

臥
耐
の
合
併
本
州
大
学
(
現
長
野
大
学
)
の

2
刃

取
蜘
設
立
に
尽
さ
れ
る
と
と
も
に
、
東
塩
田

町
御
土
地
改
良
区
理
事
、
東
塩
田
農
業
組
合

昭
和
理
事
と
し
て
農
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

号nυ n
4
 

勾

t第

市
長
に
ご
意
見
を

戦
没
者
遺
族
の
相

E
扶
助
を
目
的
と

し
た
遺
族
会
の
発
足
に
尽
き
れ
、
ま
た

市
・
県
遺
族
会
長
と
し
て
遺
族
の
処
遇

改
善
に
尽
き
れ
ま
し
た
。

マ
貯
蓄
推
進
功
労
者

塩
沢
享
さ
ん
(
上
室
賀
、
八
十
二
歳
)

昭
和
三
十
四
年
か
ら
四
十
八
年
ま
で

貯
蓄
増
強
推
進
委
員
と
し
て
貯
蓄
増
強

に
尽
き
れ
、
ま
た
、
三
十
三
年
以
来
川

西
地
区
三
小
学
校
入
学
児
童
に
自
費
で

貯
金
通
帳
を
贈
る
な
ど
貯
蓄
の
け
い
も

う
に
尽
き
れ
ま
し
た
。

マ
模
範
介
護
者

成
沢
喜
代
子
さ
ん
(
緑
が
丘
二
丁
目

四
十
六
歳
)

家
業
の
か
た
わ
ら
長
期
臥
床
(
が
し

よ
う
)
の
夫
の
両
親
の
介
護
や
日
常
生

活
の
世
話
を
日
夜
を
と
わ
ず
献
身
的
に

尽
き
れ
ま
し
た
。

移
動
市
長
室
聞
く

市
役
所
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
域
の

方
が
、
市
役
所
に
出
向
い
て
市
長
と

意
見
を
交
す
こ
と
は
、
時
間
的
に
な

か
な
か
大
変
な
こ
と
で
す
。
そ
こ
で

六
月
か
ら
十
月
ま
で
毎
月
一
回
、
市

長
が
各
地
区
に
出
向
き
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
市
政

に
反
映
し
て
行
く
た
め
「
移
動
市
長

室
」
を
次
の
五
会
場
で
行
い
ま
す
の

県
知
事
表
彰

十
二
名
の
皆
さ
ん
受
章

五
十
一
年
度
県
知
事
表
彰
に
地
域
の

発
展
に
尽
き
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

.
平
野
茂
さ
ん
ほ
か
十
一
名
の
方
々
が
五

で
、
お
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

〈
実
施
日
時
・
会
場
〉

六
月
二
十
三
日
附
上
野
が
丘
公
民
館

七
月
十
四
日
例
市
役
所
豊
殿
支
所

八
月
二
十
三
日
開
塩
田
解
放
会
館

九
月
パ
ハ
日
駒
市
役
所
川
西
支
所

十
月
十
三
百
例
麗
協
神
川
支
所

い
ず
れ
の
会
場
も
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
行
い
ま
す
。

マ
産
業
功
労
者

竹
内
聡
太
郎
さ
ん
(
上
田
原
、
六
十

二
歳
)

松
尾
工
業
開
社
長
と
し
て
、
上
田
地

区
の
輸
送
機
械
器
具
製
造
を
県
下
の
メ

ッ
カ
と
し
、
ま
た
、
同
業
中
小
企
業
の

組
織
化
に
尽
き
れ
ま
し
た
。

北
沢
勝
さ
ん
(
中
央
六
丁
目
、
六
十

六
歳
)

昭
和
三
十
九
年
上
回
却
商
業
協
同
組

合
設
立
以
来
、
同
組
合
長
と
し
て
、
却

売
団
地
の
発
展
に
尽
き
れ
、
ま
た
、
県

中
小
企
業
団
体
常
任
理
事
と
し
て
、
中

小
企
業
の
組
織
化
に
尽
き
れ
ま
し
た
。

小
林
多
賀
良
さ
ん
(
中
央
二
丁
目
、

七
十
九
歳
)

家
業
の
か
た
わ
ら
、
捺
染
の
研
修
、

講
習
会
な
ど
を
積
極
的
に
開
催
、
ま
た

自
の
技
術
を
広
く
公
開
す
る
な
ど
業
界

お宅のはかりは

正確ですか

家庭用計量器を無料検査

( 6月14日・ 15日)

の
発
展
振
興
に
尽
き
れ
ま
し
た
。

甲
田
音
十
き
ん
(
五
加
、
七
十
七
歳
)

昭
和
二
十
九
年
に
東
京
特
殊
電
線
側

に
入
社
四
十
年
退
社
ま
で
、
電
線
の
巻

線
品
質
改
良
の
研
究
に
専
念
、
発
展
に

尽
さ
れ
る
と
と
も
に
、
退
社
後
信
州
樹

脂
工
業
側
を
設
立
、
地
域
農
家
の
所
得

増
大
に
尽
き
れ
ま
し
た
。

中
沢
寅
雄
き
ん
(
中
之
条
、
六
十
九

歳
)昭

和
二
十
一
年
農
地
委
員
に
選
ば
れ

て
以
来
、
困
難
な
農
業
問
題
解
決
に
尽

き
れ
、
ま
た
、
か
ん
が
い
排
水
事
業
は

ど
農
業
の
振
興
発
展
に
尽
き
れ
ま
し
た
。

宮
林
忠
，男
き
ん
つ
上
本
郷
、
六
十
八
歳
)

昭
和
二
十
四
年
か
ら
五
十
年
塩
田
農

業
協
同
組
合
長
を
退
任
す
る
ま
で
、
養

鶏
、
営
農
集
団
化
、
機
械
化
な
ど
農
業

の
振
興
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

お宅で使っている計量器は正確ですか…。

体温計などがもしくるっていたら大変です。

市では、 6月 7日の計量記念日にちなんで

家庭用計量器(ヘルスメータ一、キッチンス

ケール、体温計、物指しなど)の無料検査を

実施します。お宅でも、この機会に検査を受

けて、安心して使えるようにしましょう。

注意:はかりは振動を与えないようにしてお持
ちください。

商取引きに使用しているはかりの検査は
9月に行います。



お宅のl

家庭用言

お宅で使っ て

体温計などがt
市では、 6兵

家庭用計量器 l

ケール、体温計

実施します。土

けて、安心して

注意 :はかりは担
ちくださ L

商取引き l
9月に行、

五
十
一
年
度
県
知
事
'
表
彰
に
地
域
の

発
展
に
尽
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

.
平
野
茂
さ
ん
は
か
十
-
名
の
方
々
が
五
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6月1日~フ日

水道だより

水道週間

き
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
市
政

に
反
映
し
て
行
く
た
め
「
移
動
市
長

室
」
を
次
の
五
会
場
で
行
い
ま
す
の

水
は
作
ら
れ
も
の

え

大
切
に
し
ま
し
ょ
う

つ広 報

六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
水
道
週
間

と
し
て
、
全
国
で
水
道
に
関
連
す
る
各

種
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

水
道
は
市
民
の
健
康
で
文
化
的
な
日

常
生
活
を
支
え
る
最
も
重
要
な
施
設
で

す
。
上
田
市
の
水
道
も
大
正
十
二
年
創

設
以
来
五

O
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
給

水
戸
数
も
二
万
六
千
三
百
戸
と
な
り
ほ

と
ん
ど
の
市
民
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

上
田
市
で
も
こ
の
週
間
中
に
水
道
事

業
に
協
力
さ
れ
て
い
る
人
の
表
彰
、
技

術
者
の
講
習
会
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
で
の

水
道
関
係
写
真
展
な
ど
を
行
い
ま
す
。

水
は
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
す
。
菅
平

ダ
ム
や
千
曲
川
の
水
は
そ
の
ま
ま
で
は

飲
め
ま
せ
ん
。

水
道
は
こ
れ
ら
の
水
を
安
心
し
て
飲

一 (7)一一昭和51年 6月 1日

め
る
、
き
れ
い
な
水
に
っ
く
り
か
え
て

皆
き
ん
の
家
庭
に
送
っ
て
い
ま
す
。

市
の
水
源
は

菅
平
ダ
ム
、
神
川
、
千
曲
川

上
田
市
の
水
源
は
、
菅
平
ダ
ム
、
神

川
千
曲
川
に
も
と
め
て
い
ま
す
。

浄
水
場
は
飲
み
水
を
つ
く
る
場
所
で
す
。

上
田
市
の
水
道
は
染
屋
浄
水
場
と
石
舟

浄
水
場
が
あ
り
ま
す
。

水
源
か
ら
送
ら
れ
る
水
は
こ
こ
で
沈

で
ん
、
ろ
過
、
滅
菌
さ
れ
て
配
水
池
に

送
ら
れ
ま
す
。
配
水
池
か
ら
き
れ
い
に

な
F

た
水
を
自
然
流
下
、
ま
た
は
ポ
ン

プ
で
民
力
を
か
け
て
家
庭
や
工
場
な
ど

に
送
り
ま
す
。

水源から家庭まで

合
国
国
↓
昌
明

富

島

国

取水設備

(菅平，yム、神川、千曲川1

漏

水

に

注

意

唱己水池，

水
道
の
蛇
口
以
外
か
ら
流
れ
出
る
水
、

地
下
漏
水
の
量
は
年
間
市
全
体
で
は
非

常
に
大
き
な
量
に
な
っ
て
い
ま
す
。

糸
の
よ
う
な
細
い
漏
水
で
も
何
日
も

何
か
月
も
経
過
し
ま
す
と
大
切
な
水
が

大
量
に
地
中
に
流
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

浄
水
場
か
ら
送
ら
れ
る
水
は
、
配
水
量

の
三

O
%近
く
が
家
庭
や
工
場
の
蛇
口

か
ら
出
る
前
に
漏
水
に
よ
り
流
出
し
て

い
ま
す
。

皆
き
ん
の
家
で
は
漏
水
し
て
い
ま
せ

ん
か
。
も
し
漏
水
し
て
い
る
箇
所
が
あ

り
ま
し
た
ら
至
急
水
道
局
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

滅菌室

蛇
口
か
ら
出
る

水
量
は
?

沈でん池

水
道
の
蛇
口
か
ら
流
れ
る
水
の
量
け

水
道
の
栓
の
開
け
か
た
に
よ
り
ち
が
い

ま
す
が
、
「
ょ
う
じ
」
の
太
き
ぐ
ら
い
の

場
合
一
日
に
ド
ラ
ム
カ

ン
三
個
分
、
「
は

し
」
の
太
さ
ぐ
ら
い
の
場
合
で
ド
ラ
ム

カ
ン
九
個
分
、
鉛
筆
の
太
さ
ぐ
ら

い
で

は
ド
ラ
ム
カ

ン
二
十
四
個
分
、
全
開
し

た
と
き
は
ド
ラ
ム
カ

ン
百
個
分
と
な
り

ま
す
。

蛇
口
が
い
た
ん
で
い
た
り
し
て
「
ょ

う
じ
」
の
先
ぐ
ら

い
水
が
流
れ

て
い
て

も
一
日
に
ド
ラ
ム
カ

ン
三
個
も
の
水
を

す
て
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

沈砂池源水

水
道
料
金
の
集
金
は
、
水
道
協
力

会
に
委
託
し
て
納
入
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
地
区
が
大
半
で
す
が
、
協
力

会
の
な
い
地
区
の
方
、
い
つ
も
留
守

が
ち
な
方
な
ど
個
人
納
入
に
な
り
ま

す
と
、
納
入
期
限
を
忘
れ
た
り
、
納

入
通
知
ハ
ガ
キ
を
紛
失
し
た
り
し
て

納
入
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
重
な
る
と
水
道

を
停
止
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の

で
納
入
期
日
に
自
動
的
に
支
払
い
で

き
る
便
利
な
口
座
撮
替
を
ご
利
用
き

れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

口
座
掻
替
の
手
続
き
は
、
市
内
金

融
機
関
と
農
協
お
よ
び
農
協
各
支
所

の
窓
口

へ
印
鑑
と
最
近
の
水
道
料
金

の
領
収
書
を
持
参
し
て
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

水道料金納入は

便利な

水
道
の
新
増
設

故
障
修
理
は
次
ベ

l
ジ

の
水
道
指
定
工
事
庖
へ 口座振替で
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水道の新、増設、故障修理は水道指定工事庖へ

最近各ご家庭で電気温水器、ズfス湯沸器、太陽熱混水器等が普及し取付けられる方が多くなっていますの

この場合、器具と水道との接続工事は市の指定工事庖でなければできませんので、必ず次の工事庖に申込ん

でく Tごきい。

(第 1種指定工事唐)

t: えヴ-~720号 (腕章縦割一一広報ー第720号~

住所

天神二丁目 2 - 3 

踏入二丁目 1 - 17 

常入一丁目 14 - 30 

天神二丁目 3 - 12 

大手一丁目 10 - 11 

常盤城六丁目 1 1-1 3 

中央北二丁目 1 - 20 

大屋 2 3 6 - 2 0 

中央二丁目 24 - 22 

常磐城三丁目 13ー 17 

中央五丁目 10 - 13 

住吉 1 577  

中央五丁目 6 一 78

常磐城六丁目 9- 1 0 

常国二丁目 22 - 32 

林之郷 3 3 1 

大手二丁目 4 - 48 

常磐城三丁目 7- 4 2 

踏入二丁目 18 - 26 

吉田 2 9 0 1 

住吉 1 767  

天神二丁目 29 - 3 

住吉 689

諏訪形 6 3 5 - 2 

秋和 3 8 7 1 

国分 542

蒼久保 1543-4

天神一丁目 6 - 6 

上田原 435

御所 638

秋和 8 8 2 3 

緑が丘一丁目 2 1 - 1 

上田原 1356-4

中央東 1 1 3 

連絡

22-2 6 5 5 

22-0 2 7 1 

22-2 1 3 5 

22-0 3 0 2 

22-0 9 1 0 

22-3 4 1 2 

22-8 0 2 2 

35-0 2 7 7 

22-8 7 0 1 

22-0 3 8 9 

22-8 0 9 1 

24-2 6 0 2 

35一 o4 4 6 

22-1 3 4 3 

22-2 8 5 3 

22-3 7 4 1 

22-0 8 5 8 

22-4 9 1 8 

22-4 5 9 2 

22-5 1 6 7 

22-7 0 1 8 

22ー o4 5 4 

22-0 1 0 2 

24-3 2 9 0 

有 2-8795

22-5 5 1 8 

35-1 0 5 4 

22-0 9 4 1 

22-5 1 2 3 

24-7 5__2L5J.ニι一一
24-6 5 9 3 I 

22-9 307 ' 

24-8 2 3 1 

24-1 2 5 6 
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ム
E

ム
Z

A

E

A
耳

ム

E

ム
E

ム
E

ム
E

ム
E

A

E

A

E

ム
E
A
E

ム五

-

式

式

限

資

式

限

式

限

式

式

式

式

式

式

限

式

限

限

限

限

f

抹

株

有

A
ロ

株

有

株

有

株

株

株

株

株

株

有

株

有

有

有

有

有限会社

(第 2種指定工事庖)

有限会社

株式会社

株式会社

株式会社

住 所

天神四丁目 29 - 3 

緑が丘一丁目 2 2 - 2 7 

国分 5 2 2 - 1 

中央西一丁目 6- 1 4 

古里 1 4 7 9 - 1 

常国二丁目 27 - 19 

中央六丁目 15 - 8 

常田二丁目 20 - 26 

中央五丁目 8 - 2 

材木二丁目 2 - 3 

住吉 5 9 2 

中央二丁目 16 - 19 

大手二丁目 3 - 3 

中一去L 四丁目 5 - 6 

連絡

22-0 4 5 4 

22-1 2 5 8 

23ー 29 5 0 

22-2 6 1 3 

24-1 5 0 8 

24-4 3 1 1 

22ー o7 3 7 

22-6 1 1 1 

22-1 8 6 3 

22ー o9 4 9 

22-5 9 2 9 

22-8 6 0 0 

22-8 5 0 0 

23ー 27 2 0 

工事庖

株式会社上 回 瓦 斯

宮 尾高庖

長崎商庖

堀内商底

上 回日通プロパン商会

根津酸素工業所

千野商会

武重商会

大久保商庖

株式会社サンリン上国営業所

株式会社田 中 商 会

株式会社中央工機産業

上田市農業協同組合

7 キノ商会

石
井
武
俊
さ
ん

宮
下
い
と
さ
ん

小
坂
井
恵
子
さ
ん

畑坪

川被
〈
脳
同

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た

下
半
過

御

所

中
之
条

関

悟

さ

ん

百
瀬
な
な
を
さ
ん

小 神黒

一一 /、 二二

八 五七

九六
四 四

泉

ノ、

七

宮
崎
ゆ
り
き
ん

第l種指定工事庖では一般の給水工事を行います。

第2種指定工事庖では水道に直結する湯沸器、温水器等に付帯する部分のみの給水装置の修繕工事を行いま

す

」ーー

「
河
原
者
」
と
に
集
約
で
き
ま
す
。

し
か
し
古
代
か
ら
中
世
ま
で
の
「
賊

民
」
は
、
身
分
の
変
動
が
可
能
で
し

し
も
、
そ
の
ま



ー第720号一一ー

最近各ご穿

この場合、舗

でください。

(第 1種 t

隊式会社

妹式会社

有限会社

合資会社

隊式会社

有限会社

株式会社

有限会社

株式会社

徐式会社

だ一一併説脇) 第7初k

飯
島
勝
一
郎
さ
ん

常
磐
城
五
(
城
北
)
八
四

J!li¥ 
間

消
さ
ん中

央
北
二

(
新
国
)
八
四

秋

七

三

飯
塚
虎
士
口
さ
ん

新
村
愛
太
郎
さ
ん

和

大
手

(
大
手
町
)
八

O

岩
下
政
義
さ
ん

え

中
央
六
(
愛
宕
町
)
七

O

つ
Aa
野
敏
子
さ
ん

広報

常
国
二
(
踏
入
)
七
七

橋
詰
喜
代
さ
ん中

央
六
(
愛
宕
町
)
七
一

高

橋

三

次

郎

さ

ん

川

辺

町

七

六

北
村
う
ど
し
さ
ん

常
磐
城
四
(
生
塚
)
八
四

久
保
田
と
り
さ
ん

一(9)一一昭和51年 6月1日

中
央
一

(
鷹
匠
町
)
七
七

馬
場
金
四
郎
さ
ん

常
磐
城
二
(
新
町
)
六
一

内
堀
甲
子
郎
さ
ん

中
央
五
(
下
川
原
柳
)
五
一

み
す
ず
台
南

町
田
市
郎
さ
ん

山
崎
信

一
さ
ん

上
塩
尻

石
井
武
俊
さ
ん

宮
下
い
と
さ
ん

小
坂
井
恵
子
さ
ん

柄
沢
正
枝
さ
ん

房
川
博
蔵
さ
ん

上
野
ト
シ
さ
ん

沓
掛
数
馬
さ
ん

山
崎
条
平
さ
ん

金
井
栄
次
さ
ん

宮
沢
藤
寿
き
ん

八
田
信
一
き
ん

大
脇
ミ
ヨ
き
ん

下
半
過

御

所

中
之
条

大
手

大
手
町
)
六

O

大

屋

七

O

因
子
雄
一
さ
ん

中
山
あ
や
を
さ
ん

西
入
せ
ん
さ
ん

藤
本
吉
輝
き
ん

小
林
初
江
さ
ん常

田
二
(
中
常
田
)
七
二

院

内

六

七

梅

が

丘

七

九

材
木
町
二

(
染
屋
)
七
八

中
之
条

神
科
山
口

神

畑

黒

坪
上
田
原

大
手
二

(
大
手
町
)
入

所升牧沢

蛇小 倉 御

滝
沢
貞
夫
さ
ん

金
沢
そ
江
き
ん

町
田
福
永
さ
ん

天
神
一

美
き
さ
ん中

央
六

(
愛
宕
町
)
八

O

上

田

原

五

八

関

北
天
神
町
)
七
六

九

O
一一一六

田
鹿
菊
代
さ
ん

大
滝
フ
ミ
さ
ん中

央
北
二
(
新
国
)
五

宮
下
嘉
解
由
さ
ん

元
木
か
る
子
き
ん

成
沢
み
ど
り
さ
ん

樋
口
け
さ
江
さ
ん

小
出
甲
子
郎
き
ん

中
央
北
一
(
新
田
)
五
一

院

内

七

七
六
七

七
二

滝
沢
義
雄
さ
ん

平
林
基
司
さ
ん

丸
山
里
う
さ
ん

小
池
み
よ
子
き
ん

常
田
三
(
北
常
田
)
五
四

下

組

八

六

院

内

七

五

。
八
五

株式会社
八 五七

関

悟

き

ん

百
瀬
な
な
を
さ
ん

宮
崎
ゆ
り
さ
ん

土
屋
せ
き

の
さ
ん

土
屋
邦
三
郎
さ
ん

木
藤
き
み
さ
ん

八

宮
下
愛
衛
さ
ん

井
沢
鉄
郎
さ
ん

武
井
栄
三
郎
き
ん

岡
田
い
ち
さ
ん

神
田
孝
三
郎
さ
ん

上
原
久
子
さ
ん

満
木
と
き
い
き
ん

七
三

六
五

六
九

八
三

キ本

儀
内
さ
ん

八八

O
八
三

六一一

武
田
春
松
き
ん

宮
下
お
ふ
じ
さ
ん

石
井
博
さ
ん

若
林
菊
之
介
き
ん

大
手

イ二イ二小神黒
古古
回 国

浦浦越浦町
吉
田

中
吉
田

下大
白
木

末
広
町
)
八

O

下

之

郷

六

五

奈

良

尾

六

O

下

之

郷

五

八

手

塚

七

四

院 石中院

泉畑坪

七 六 九六
O 七四四

野

八六六七
六五九五

野戸野

七七六
九 九

~~ 

四
九

内神野内

ノ、
八

l
J
 

説

史

源

前

コu-
「
E

が
と

っ誤
そ
れ
で
は
被
差
別
部
落
の
正
し
い

歴
史
的
起
源
は
、
ど
こ
に
求
め
れ
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
人
為

的
、
政
治
的
に
っ
く
り
だ
さ
れ
た
も

の
と
い
、
え
ま
す
。

す
な
わ
ち
原
始
社
会
に
お
い
て
は

そ
の
構
成
員
が
、
必
死
で
働
い
て
も

ぎ
り
ぎ
り
し
か
食
糧
や
生
活
必
需
品

は
得
ら
れ
ず
、
共
同
体
を
形
成
す
る

人
間
は
平
等
で
し
た
。
く
だ
っ
て
は

大
化
の
改
新
で
「
良
」
「
賎
」
の
身

分
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

良
は
公
民
と
品
部
(
と
も
べ
)
雑

戸
。
賎
は
陵
戸
、
官
戸
家
人
、
公
奴

枠
、
私
奴
稗
の
五
種
が
あ
り
、
「
五
色

の
賎
民
」
と
よ
ば
れ
ま
し
た
。
し
か

し
こ
の
古
代
賎
民
こ
そ
は
、
わ
が
国

の
美
術
工
芸
の
元
祖
で
あ
り
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、
輸
入
品
を
の
ぞ
い
て
古

代
美
術
品
や
、
仏
像
な
ど
は
彼
ら
が

つ
く
っ
た
も
の
で
す
。

古
代
天
皇
制
が
武
士
の
台
頭
に
よ

っ
て
く
ず
れ
、
い
わ
ゆ
る
中
世
に
入

る
と
、
「
賎
民
」
も
変
化
し
て
い
き
ま

し
た
。
こ
の
時
代
は
「
散
所
民
」
と

② 

E園置翠._..  

有限会社

株式会社

株式会社

株式会社

株式会社

株式会社

株式会社

「
河
原
者
」
と
に
集
約
で
き
ま
す
。

し
か
し
古
代
か
ら
中
世
ま
で

の
「
賎

民
」
は
、
身
分
の
変
動
が
可
能
で
し

た
。
で
す
か
ら
必
ず
し
も
、
そ
の
ま

ま
「
近
世
賎
民
」
に
な
っ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
散
所
民
」
は
、
荘
園
制
度
(
貴
族

や
寺
社
の
私
有
地
)
の
全
盛
期
(
一

0
1
一
三
世
紀
)
に
、
荘
園
領
主
に

身
ぐ
る
み
所
有
さ
れ
て
い
て
、
し
か

も
農
奴
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

彼
ら
は
農
耕
以
外
の
手
仕
事
や
、
草

竹
、
わ
ら
細
工
、
農
産
物
の
輸
送
、

貴
族
の
庭
園
の
手
入
れ
な
ど
の
雑
業

に
し
た
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
彼

ら
は
、
荘
園
の
な
か
の
田
畑
に
適
き

な
い
荒
地
や
河
原
に
住
ま
わ
さ
れ
て

い
た
の
で
す
。

こ
の
集
落
を
「
散
所
」

と
よ
ん
だ
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
「
散

所
」
に
は
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
不
幸

な
人
、
ぎ
せ
い
者
が
集
ま
り
、
そ
の

人
々
の
な
か
に
は
、
刑
場
の
下
ま
わ

り
役
、
死
体
か
た
ず
け
な
ど
を
や
ら

さ
れ
る
者
も
い
ま
し
た
。

こ
う
い
う

人
を
「
ヒ
ニ
ン
」
と
い
う
、
侮
辱
的

な
よ
ぴ
名
で
よ
び
ま
し
た
。

一
四
|
一
五
世
紀
に
な
っ
て
く
る

と
、
こ
の
荘
園
制
度
が
く
ず
れ
て
き

ま
す
。
そ
し
て
「
散
所
民
」
の
一
部

が
、
そ
れ
ま
で
で
も
「
河
原
者
」
と

よ
ば
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
び

名
が
固
定
し
て
き
ま
す
。
そ
し
て
「
散

所
」
と
い
う
名
が
だ
ん
だ
ん
消
え
て

い
き
ま
す
。
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お知らせ

‘ 企インターハイ予選ソフトポール

県大会で始球式を行う石井市長

ガ
ン
予
防
は
早
目
に
検
診

胃
集
団
検
診
実
施

t-:. 

胃
ガ
ン
の
早
期
発
見
を
目
的
に
、
胃

集
団
検
診
を
下
表
①
に
よ
り
各
地
区
巡

回
で
実
施
し
ま
す
。
こ
の
検
診
は
、
胃

報
ガ
ン
の
ほ
か
、
胃
か
い
よ
う
、
十
二
指

広

腸

か

い

よ

う、

胃
炎
、
胃
ポ
リ

l
プ
な

一
ど
の
病
気
も
発
見
で
き
ま
す
の
で
、
大

一
勢
の
皆
さ
ん
が
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
勧

引
切
め
し
ま
す
。
特
に
、
男
性
は
女
性
よ
り

織

胃

ガ

ン
発
生
率
が
高
い
の
で
、
検
診
を

博
脚
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
は
進
ん
で
受
診

腕
如
し
ま
し
ょ
う
。

一
〈
受
診
で
き
な
い
人
〉

一
三
十
五
歳
未
満
の
人
。
妊
産
婦
。
胃

一
を
切
除
し
た
人
。
胃
か
い
よ
う
、
ま
た

一

は

十

二
指
腸
か
い
よ
う
に
か
か

っ
た
こ

一
と
の
あ
る
人
。胃
疾
患
で
治
療
中
の
人
。

時
八
十
歳
以
上
の
人
。

nr
“
 

新
〈
受
診
前
の
注
意
〉

戸

検

診
当
日
は
、
検
診
が
終
了
す
る
ま

え'】

で
飲
食
、
喫
煙
は
絶
対
し
な
い
こ
と
。

〈
受
診
時
の
服
装
〉

ぬ
ぎ
や
す
い
服
装
で
、
ボ
タ
ン
、
金

具
が
付
い
て
い
な
い
も
の
を
着
用
、
ズ

ボ
ン
は
脱
ぐ
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

〈
検
診
後
の
注
意
〉

検
診
終
了
後
は
、
水
、
湯
茶
、
牛
乳
、

果
物
な
ど
水
分
が
多
い
も
の
を
十
分
と

っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
料
金
・
お
閉
会
せ
〉

一
人
六
百
五
十
円
、
民
生
部
保
健
予

防
課
(
宮
@
四
一

O
O内
線
二
八
八
・

二
八
九
有
線
②
O
七
二
二

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
下
表
②
に
よ

り
行
い
ま
す
の

で、

希
望
者
は
最
寄
り

の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

四
歳
以
上
の
人
で
、
初
回
も
追
加
も

受
け
て
い
な
い
人
は
、
こ
の
機
会
に
受

け
て
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

初
回
H
H
四
十
七
年
四
月
二
日
か
ら
四

十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
三
歳

児
。
五
十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の

人
で
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人
。

追
加

1
四
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
四

十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
四
歳

児
。
五
十
六
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の

人
で
、
昨
年
初
回
を
受
け
た
人
。

〈
料
金
〉

一
回
二
百
円
、
た
だ
し
、
生
活
保
護

世
帯
お
よ
び
前
年
度
市
県
民
税
が
非
課

税
の
人
、
小
学
校
入
学
前
の
幼
児
は
無

料
で
す
。

児

検

診

乳
児
検
診
を
下
表
③
に
よ
り
行
い
ま

す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十

分
i
二
時
三
十
分
。
母
子
健
康
手
帳
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

…ー
胃一

，歳一

児 f

検

告会 !~_ : i 

A?  

三
歳
児
検
診
を
下
表
④
に
よ
り
行
い

ま
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三

十
分
1
二
時
三
十
分
。
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

す。
し

①胃集団検診日程表

検診会場
塩所会議田2支階宰 セ全川ン西Iu"¥タ社社ー

月 日 月 日
全 j品 l凶市制鹿センター

dヱbミh 場 対象地区

吋組児 4 か月 児 9 か 円 児 ，，9か月児 4-9か月児
l回目 2回目 6月14日明) 常田会館

~t絶恒 i神世AH凪(s 川神n辺世川 良中内部1部k偽北峻部部下 塩神成民村田 川神睡辺眠川 車西中部部央 南峻北部部下 凪回全区 川西全区 川辺町 会 館 川辺・泉回 15日ω 鷹匠町公会堂

2月6 2 
月7 上塩尻公会堂 塩尻

'111吃
51年2円生 50年9月生 50年9月生 5501 年年92 月円 16日嗣 城北自治会館!四日 6 下青木公会堂 神川

6月 9日 16日 23日 15日 日 日
塩健康田母セ子ンター 中塩別田所 17日附 新屋会館

明~151 'f
51年3月生 50年10月生 50年10月生 5501年年130 月月 55011年芋130月月 ω ω 

踊日 3月生

18日幽 新田区民会館7月 2日 9日 l日 7日 8日 13日 北常国公会堂 東部

6 7 新田区民会館 北部・西部 19日出 上房山公会堂
④三歳児検診日程表 月

月8 市役所豊殿支所 豊殿
25 21日(月) 踏入公会堂
日 日

川西社セ会ン福タ祉ー 川西会場 健上康田市センター 塩健康田母セ子ンター 福川祉西社セ会ンター 樹 同
22日ω 働く婦人の家

対象地 新市内I1日市内 塩回 全区 川西全区
塩健康

田母子 東塩西田
塩田

23日附 上田市健康センターセンターl，t世児
48年 5月生 48年5・6月生 月6 月7 三好町会館城下 24日同 上塩尻公会堂実施日

6月 17日 29 I 13 上野が丘 神科
日日 公民館

t~11I. 
4昨 6月生

回 同 i健E康E市 時酋部 中央 初以附込広ま軒後す報剛み.初、受で志汁豊おb日、血ず殿知をれらしの相温せて会圏いし場、まま6川せ月すも午西1白ん6地前.日仮発7日行時U程}叫カ日牧程略分が念ま称来らり実到次こ欄の第すたをめ厨し閑ま申賞釦
晦日 センター ※ 

7月 14日 1158 時間は午後l時ぬ分から2時ぬ分。

筋合の悪い人は、翌月の検診日に受診 体温を必ず正確に計って来てく t.::さい。

②日本脳炎予防接種目程表③乳児検診日程表
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ハ
受
診
前
の
意
〉

時
間
診
当
日
は
、
被
診
が
終
了
す
る
ま

号第一
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
六

一
月
十
五
日

ωま
で
に
、
児
童

(
民
生
)

翻
委
貝
さ
ん
へ
児
童
手
当
現
況
届
を
提
出

問
酬
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
、
児
童
(
民

議
生
)
委
員
さ
ん
が
お
届
け
し
ま
す
P

』
同
川
句
。

畑
明
こ
の
手
当
は
、
請
求
に
よ
っ
て
支
給

一
さ
れ
ま
す
の
で
、
新
し
く
該
当
す
る
人

一
は
次
に
よ
り
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

o

r
〈
受
給
資
格
v

如
意
手
当
面
喝
畑
山
屈
を

、
ー
は

山い
泥
童
(
民
生
)
委
員
き
ん
へ

叩
内
山
い
川
J

U

K

回
目
ま
だ
一応ぺ

えヴ広報ーベ11)-一昭和51年 6月1日

l
、
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上

養
育
し
て
い
て
、
そ
の
う
ち
一
人
以
上

が
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
(
中
学
岐

在
学
中
)
で
あ
る

こ
と
。

2
、
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
の
前

年
の
所
得
が
一
定
額
(
た
と
え
ば
扶
養

親
族
が
五
人
の
場
合
、
年
所
得
三
百
二

十
六
万
六
千
円
)
に
満
た
な
い
こ
と
。

〈
支
給
額
〉

三
人
以
上
の
児
童
の
う
ち
、
出
生
順

に
数
、
え
て
三
人
目
以
降
で
、
義
務
教
育

終
了
前
の
児
童
一
人
に
つ
き
月
額
五
千

円
。〈

支
給
方
法
〉

毎
年
度
、
六
月
、
十
月
、

一
一
月
に
四

か
月
分
づ
つ
ま
と
め
て
、
親
名
儀
(
受

給
者
)
の
普
通
預
金
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。
(
郵
便
貯
金
を
除
く
)

〈手
続
き
方
法
〉

該
当
者
は
、
市
役
所
内
福
祉
事
務
所

社
会
課
(
窓
口
十
番
)
へ
印
鑑
、
預
金

通
帳
、
保
険
証
を
必
ず
持
参
し
て
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
公
務

員
、
公
共
企
業
体
の
職
員
は
勤
務
先
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

〈
そ
の
他
の
届
出
〉

住
所
を
変
更
し
た
と
き
、
家
族
内
に

移
動
の
あ
っ
た
と
き
な
ど
は
届
け
が
必

要
で
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

犬はつないで飼いましょう

6月は犬害防止月間
犬による危害事故、農作物などの被害が増大していま

す。

この犬害を防止するため、 6月いっぱいを「犬害防止

月間」として、正しい犬の飼い方の普及、捨犬防止と野

犬一掃などの運動を実施します。犬を飼っている人はこ

の月聞の趣旨を十分理解し、次の事項を守って絶対他人

に迷わくをかけないよう気をつけましょう。

1.犬はいつもつないでおきましょう。

2.犬にかまれたり、農作物に被害を受けたら保健所へ

届けましょっ。

3.犬をつないでおく場所は、いつも清潔にしましょう。

4.春、秋の狂犬病予防注射は必ず受けましょう。

河川環境美化を重点、に
「環境保護月間J6月いっぱい

6月 5日は、国連総会で決議された「世界環境デー」

で環境問題に対する認識を深め、環境保全に努める決意

を持ち、世界的に活動を行うことを目的としています。

園、県においても 6月に環境月聞を設け、住民みんな

の理解と協力のもとに、環境保護の運動を推進します。

市でも、園、県に協力し、 6月 1日からの月間中に次の

事業を重点的に実施し環境美化を図りますので皆さんの

ご協力をお願いします。

1.6月 5日を「ノーカーデー」とします。

2.河川清掃の実施

3.河川のパトロール

4.不法投棄の調査

5.特定施設、産業廃棄物の保全状況の調査

7.し尿浄化槽の点検

8.公害防止箆視員、同補助員の合同研修会議

〔スローガン〕

野も山も水もさかなもきれいずき

福
祉
事
務
所
社
会
課
社
会
係
(
台
@

四
一

O
O
内
線
三
七
八
有
線
②
O
八
O

一

)

六
月
ば
児
童
手
当
の
支
給
月

六
月
期
は
、
六
月
十
五
日
が
支
給
日

で
す
の
で
、
口
座
を
お
た
し
か
め
く
だ

さ
い
。
(
二
・
三
・
四
・
五
月
の
四
か
月

分
)市

営
住
宅
の

補
充
入
居
者
募
集

市
営
住
宅
の
補
充
入
居
者
の
随
時
募

集
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
、
市
役
所
二
階
管
理
課
へ
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

〈
募
集
地
区
〉

塩
田
地
区

1
内
堀
・
別
所
・
学
海
団

地
の
一
種
、
二
種
住
宅
。

川
西
地
区

1
岡
団
地
の
二
種
住
宅
。

〈
入
居
〉

随
時
募
集
で
す
の
で
、
申
込
み
順
に

よ
り
、
希
望
地
区
の
住
宅
が
あ
い
た
時

入
居
で
き
ま
す
。

〈
申
込
み
資
格
〉

①
市
内
に
居
住
し
て
い
る
か
、
勤
務
し

て
い
る
人
の
う
ち
住
宅
に
こ
ま
っ
て
い

る
人
で
、
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
人
。

②
一
種
住
宅
へ
申
込
む
人
は
、
扶
養
親

族
に
よ
り
違
い
ま
す
が
、
扶
養
一
人
の

場
合
、
申
込
む
月
の
前

J

か
年
の
似
入

金
額
が
、
百
十
二
万
四
千
-
円
以
上
百

六
十
万
三
千
九
百
九
十
九
円
以
下
の
人

二
種
住
宅
へ
申
込
む
人
は
、
扶
養
一

人
の
場
合
、
百
十
二
万
四
千
円
以
下
の

人
で
す
。

〈
お
閉
会
せ
〉

建
設
部
管
理
課
住
宅
係
(
宮
@
四
一

0
0内
線
三
四
五
有
線
②
O
七
三
二

果
樹
基
本
統
計

調
査
を
実
施

ご
協
力
を

七
月
一
目
、
全
国
い
っ
せ
い
に
果
樹

基
本
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
三
十
八
年
に
行
わ
れ

て
以
来
の
統
計
調
査
で
、
果
樹
を
一
ア

ー
ル
以
上
栽
培
し
て
い
る
全
農
家
を
対

象
と
し
て
行
い
、
果
樹
栽
培
状
況
、
果

実
の
出
荷
状
況
な
ど
そ
の
状
態
を
調
査

し
、
市
町
村
の
行
政
や
経
済
施
策
、
お

よ
び
果
樹
農
業
の
近
代
化
に
役
立
て
る

資
料
と
な
り
ま
す
。

調
査
方
法
は
、
聞
き
取
り
調
査
で
す

の
で
、
調
査
員
が
調
査
察
を
持
参
し
、

調
査
項
目
に
よ
り
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
お
閉
会
せ
〉

企
画
財
政
部
企
画
課
統
計
係
(
宮
@

四
一

O
O内
線
二
五
四
有
線
②
O
八
三

一一)



甘
味
制
限
と

歯
み
が
き
を
重
点

「
子
供
た
ち
を
虫
歯
か
ら
守
ろ
う
」
②

t: えつ

子
供
た
ち
の
虫
歯
は
、
も
う
治
療
で

報
は
と
て
も
追
い
つ
か
な
い
状
態
だ
と
い

広
う
こ
と
を
前
号
で
お
話
し
し
ま
し
た
。

一
そ
れ
で
は
、
予
防
を
す
れ
ば
よ
い
と
い

一
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
簡
単
に
予
防

川
町
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
虫
歯
と
い
う
病
気

羽
闘
の
む
ず
か
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

時
掛
甘
味
制
限
と
食
後
の
歯
み
が
き
が
、

健
虫
歯
予
防
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ

と
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
知
で
し
ょ
う
。

も
う
何
十
年
も
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
個

人
の
努
力
に
期
待
す
る
予
防
法
は
多
く

の
場
合
、
病
気
を
完
全
に
な
く
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

ぐ
あ
い
の
悪
い
こ
と
に
、
最
近
の
わ

た
し
た
ち
の
食
生
活
は
、
や
わ
ら
か
く

第720号

歯
に
く
っ
つ
き
ゃ
す
い
加
工
食
品
に
た

よ
る
割
合
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
個
人
の
限
界
を
こ
、
え
た
食
品
の
流

通
機
構
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

母
乳
で
育
て
よ
う

保存指定樹 .M;'II

虚空蔵堂のケヤキ (3.14)

た
と
え
ば
ミ
ル
ク
の
問
題
。
子
供
た

ち
が
生
ま
れ
て
ま
ず
口
に
す
る
の
は
ミ

ル
ク
で
す
。
母
乳
の
場
合
も
、
人
工
栄

養
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
母
乳
だ
け
で

育
て
ら
れ
る
子
供
は
、
現
在
、
三
分
の

一
ぐ
ら
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
出
産
な
さ
る
お
母
さ
ん
は
、
で

き
る
だ
け
母
乳
だ
け
で
育
て
る
努
力
を

し
て
く
だ
さ
い
。

人
工
栄
養
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
砂

糖
が
子
供
を
甘
い
も
の
好
き
に
し
て
し

ま
い
、
そ
し
て
、
晴
乳
ビ
ン
の
誤
っ
た

使
用
が
一

1
二
歳
の
子
供
に
も
虫
歯
を

つ
く
る
の
で
す
。

小
児
科
の
先
生
に
聞
き
ま
す
と
、
人

工
栄
養
で
育
っ
た
子
供
は
、
病
気
に
よ

る
死
亡
率
が
、
母
乳
で
育
っ
た
子
供
に

比
べ
て
約
四
倍
も
高
い
そ
う
で
す
。

乳
酸
飲
料
が
大
敵

離
乳
期
に
、
お
母
さ
ん
方
が
失
敗
す

る
原
因
の
一
つ
に
乳
酸
飲
料
の
与
、
え
す

ぎ
が
あ
り
ま
す
。
乳
酸
飲
料
の
中
に
含

ま
れ
て
い
る
砂
糖
の
量
は
、
ど
の
メ
ー

カ
ー
の
も
の
で
も
、
一
八

0
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
中
二

0
グ
ラ
ム
ぐ
ら
い
あ
り
、
子

供
た
ち
を
砂
糖
の
中
毒
に
し
ま
す
。

普
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
乳

酸
飲
料
は
初
恋
の
味
を
ほ
の
か
に
伝
、
え

る
、
大
人
の
欽
み
物
に
し
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。

〔
資
料
提
供

l
上
小
歯
科
医
師
会
〕

九ーい
L
¥

T
t
1
6』
t

‘I
1

子
ど
も
が
立
っ
て
い
る
と
き
は
う

え
か
ら
こ
の
よ
う
に
す
る
と
安
定

が
よ
く
・奥
歯
ま
で
よ
く
見
え
ま
す
。

2歳す ぎたら歯をみがこう

よい歯をつくる食品

ご
寄
付
お
礼

マ
原
型
歌
人
会
上
回
支
部
様
、
一
万
円

市
立
図
書
館
用
図
書
費
と
し
て

マ
梅
が
丘
保
育
園
保
護
者
会
様
、
ス
テ

ー
ジ
幕
一
式
、
人
形
劇
用
舞
台
一
台

梅
が
丘
保
育
園
へ

マ
塩
田
西
保
育
園
保
護
者
会
様
、
電
池

時
計
一
個
、
塩
田
西
保
育
園
へ

マ
塩
田
北
保
育
園
保
護
者
会
様
、
電
池

時
計
一
個
、
塩
田
北
保
育
園
へ

マ
泉
田
保
育
園
保
護
者
会
様
、
扇
風
機

泉
田
保
育
園
へ

マ
上
田
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
様
、

大
鏡
一
台
、
働
く
婦
人
の
家
へ

マ
池
田
兼
太
郎
様
(
常
国
二
)
イ
チ
ョ

ウ
苗
木
百
五
十
本
、
市
公
共
施
設
へ

マ
側
天
池
養
鯉
場
様
、
錦
鯉
十
五
匹
、

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
噴
水
池
へ

マ
藤
原
利
和
様
(
中
央
一
ニ
)
御
飯
茶
碗

百
八
十
個
、
中
・
平
皿
六
十
個
、
ど

ん
ぶ
り
七
十
個
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

マ
下
之
郷
老
人
ク
ラ
ブ
様
、
ぞ
う
き
ん

六
十
枚
、
か
し
わ
保
育
園
へ

マ
高
松
時
計
庖
様
、
柱
時
計
一
台
、
か

し
わ
保
育
園
ヘ

マ
か
し
わ
保
育
園
保
護
者
会
様
、
プ
リ

ア
ン
ト
ス
ク
リ
ー
ン
、
ス
ラ
イ
ド
三

巻
、
か
し
わ
保
育
園
へ

以
上
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

月16日

日」
23日附
丘公民

月 1回
んの ζ

させて

市民と
ら午後

す。

号
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